
 

 

 

タバントルゴイ：ありそうもないアライアンス 

ありそうもないアライアンス。タバントルゴイ西ツァンヒ炭田の開発に、日本

国と韓国それぞれのコンソーシアムと国営ロシア鉄道(ＲＺＤ)が共同入札し

た。地域のライバル達が共同入札するのはアジア大陸で経済的、政治的な権力

バランスの変更および鉱物資源の供給源としてモンゴルの重要性の高まりを示

す。三国加盟コンソーシアムがシェンフア・三井コンソーシアム、インドの国

営企業や他のグローバルメジャーからの厳しい競争に直面する可能性がある。

ユーラシアキャピタルは鉱業界の究極の魅力に入札者の間で競争が激化すると

期待している。モンゴル国家チャンピオン企業の代表として又はその要請を受

けて、関連の政府がモンゴルの努力を求める。 

鉱業界の究極の魅力。タバントルゴイ鉱山は世界最大の未開発のコークス用炭

資源だとよく呼ばれる。鉱床の合計推定リソースは 64 億トンである。コーク

ス用炭の特性は、発熱量は 6,500-7,500kcal/kg、低硫黄 0.6％、灰分 10％、水

分が 8.5％である。ストリップ率は 4：1。 生産コストは、原炭 1 トン当たり

9-10 米ドル、最終製品 1トン当たり 15 米ドル。 

｢プリンスチャーミング｣の選択。大規模なタバントルゴイコークス用炭鉱床は

モンゴルの資源主導の経済変換に非常に重要である。そのため、モンゴル政府

が鉱山の開発に契約鉱業(コントラクトマイニング)を採用するという計画を発

表した。しかし、財政制約が直面し、政府は戦略的投資家との提携でタバント

ルゴイの一部を開発し、他の部分の契約鉱夫を雇う決断を下した。戦略的パー

トナーは西ツァンヒ開発に、契約鉱夫は東ツァンヒ運営に選択される。 

アジアの次の鉱業ジャイアント。ユーラシアキャピタルの見解では、タバント

ルゴイの開発によって、新しいアジアン鉱業ジャイアントが生まれる。鉱床の

鉱業権保有者、エルデネスタバントルゴイが計画しているＩＰＯはモンゴル株

式取引所(ＭＳＥ)の時価総額を倍増させる可能性があり、そのＩＰＯによっ

て、ＭＳＥの流動性にも良い影響を与える。国際的なＩＰＯは十数億米ドルの

価値のある真の国家チャンピオン、モンゴルで最大の大手企業を設立させる。 
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タバントルゴイ開発 

ありそうもないアライアンス 

タバントルゴイ西ツァンヒ炭田の開発に、日本国と韓国それぞれのコンソーシア

ムと国営ロシア鉄道(ＲＺＤ)が共同入札した。日本コンソーシアムは、伊藤忠商

事、住友商事、丸紅株式会社と双日株式会社の 4 つの商社で構成されている。韓

国の 10 社で構成されているコンソーシアムは、国有の韓国資源公社(Korea 

Resources Corp)に主導され、鉄鋼ポスコ、韓国電力公社を含むと報告されている。

地域ライバル達の可能な共同入札は、アジア大陸で経済力と政治力バランスの変

更および鉱物資源の供給源としてモンゴルの重要性の高まりを示す。重要な資源

の供給を確保するため、初めて日本、韓国、ロシアの企業が力を合わせている。

復活した中国のリソースの貪欲な欲求は、世界的に企業が資金力のある中国企業

との厳しい競争との意味する。 

三国協商がタバントルゴイ入札にシェンフアエナジィ・三井コンソーシアムト厳

しい競争に直面する可能性がある。シェンフアと三井が共同入札を提出している。

インドの国営企業、5 社のジョイントベンチャーとして国際石炭ベンチャーズ (Ｉ

ＣＶＬ)が入札したことがインドの好景気に資源の安定供給への懸念を表す。ＩＣ

ＶＬは、インドの鉄鋼省の要請でタバントルゴイの入札に参加すると報告されて

いる。 

タバントルゴイ西ツァンヒ炭田開発に以下の企業が入札を提出したことが報告さ

れた： 

1. ロシア鉄道(ロシア)、住友、伊藤忠、双日、丸紅(日本)、韓国資源公社

(Korea Resources Corp)主導で韓国企業(韓国)のコンソーシアム 

2. シェンフアエナジィ(中国)と三井(日本) 

3. 国際石炭ベンチャーズ(インド) 

4. Vale(ブラジル) 

5. Xstrata(オーストラリア) 

6. Arcelor Mittal Ltd(ルクセンブルグ) 

7. EN+(ロシア) 

8. ピーボディーエナジー(米国) 

9. フォーテスキュー・メタルズ・グループ(オーストラリア) 

10. Mesco Steel Ltd(インド) 

11. モンゴリアン･ゴルド･グループ(モンゴル) 

12. Signum 産業(モンゴル) 

13. モンゴルオートロードユニオンコンソーシアム(モンゴル) 

14. E-Tai グループ(中国) 

15. Erdos Chenlong グループ(中国) 

評価委員会が候補者の提案を選択し、政府によって任命された作業グループが最

終候補者の入札者と交渉する。 
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ユーラシアキャピタルは鉱業界の究極の魅力に入札者の間で競争が激化すると期

待している。モンゴル国家チャンピオン企業の代表として又はその要請を受けて、

関連の政府がモンゴルの努力を求める。 

鉱業界の究極の魅力 

タバントルゴイ鉱床(ＴＴ)はモンゴルの南、

中国の国境から 200 キロに位置する。ＴＴ

は、世界最大の未開発コークス用炭リソー

スの 1 つと呼ばれる。合計石炭資源が西ツ

ァンヒ炭田、東ツァンヒ炭田、ボストルゴ

イ炭田、ウハークダグ炭田で構成され、64

億トンと推定されている。鉱床は、18 億ト

ンコークス用炭、46 億トン電力炭である。しかし、面積は模索中であり、石炭総

資源 70 億トン以上も含まれる可能性がある 

ＴＴ鉱床はかなり浅い、高質の石炭の大半は、200 メートルより浅い地面にある。

コークス用炭の発熱量は 6,500-7,500kcal/kg、低硫黄 0.6％、灰分 10％、水分が

8.5％である。電力炭は、発熱量は 4900kcal/kg、低硫黄 0.8％、灰分 20.1－

33.3％、水分が 8.5％である。タバントルゴイの石炭生産コストは非常に競争であ

る。ストリップ率は 4：1 で、生産コストは、原炭 1 トン当たり 9-10 米ドル、最

終製品 1トン当たり 15米ドルである。 

タバントルゴイ石炭資源量(’000 トン) 

炭田 コークス用炭 電力炭 合計 

西ツァンヒ 1,495,000 3,579,000 5,074,00 

ウハークダグ  252,101 159,138 411,539 

東ツァンヒ 34,278 507,984 542,262 

ボルトルゴイ --- 392,946 392,946 

合計 1,781,379 4,639,368 6,420,746 

出典： 情報が変更された；モンゴル道路交通機関インフラ都市開発省、Norwest Mine Services Ltd. 

｢プリンスチャーミング｣の選択 

大規模のタバントルゴイ鉱床は、資源主導のモンゴル経済変換のため重要である。

従って、2010 年 2 月、モンゴル政府が鉱山の開発に契約鉱業(コントラクトマイニ

ング)を採用するという計画を発表した。しかし、財政制約が直面し、政府は戦略

的投資家との提携でタバントルゴイの一部を開発し、他の部分の契約鉱夫を雇う

決断を下した。戦略的パートナーは西ツァンヒ開発に、契約鉱夫は東ツァンヒ運

営に選択される。 

2010 年 12 月 8 日、タバントルゴイ鉱床への投資および鉱床開発での連携のため、

モンゴル政府が企業/コンソーシアムの事前資格審査を発表した。タバントルゴイ

鉱床の西ツァンヒ開発に投資および連携する企業/コンソーシアム選択を念頭に置

いて、事前資格審査に国内外の企業が招待された。入札者は、交通輸送とポート

の利用に関する交渉を行い、前払金、投資および製品の販売を配置します。事前

タバントルゴイの所在地 

 南ゴビのウラアンヌウル盆地 

 ウランバートルから 540 キロ南 

 サインシャンド駅から 440 キロ 

 最寄の鉄道ハルアイラグ駅から

400 キロ 

 オユトルゴイ鉱床から 150 キロ 

 中国の国境から 200 キロ 
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資格審査招待状によると、入札者は交渉の上で選択され、エルデネスタバントル

ゴイ社と契約を終結した上で、操作を行う。その契約の内容は石炭鉱業での投資

および連携、製品販売(マーケティング)、鉱山開発および製品輸送に関するイン

フラプロジェクトを含む。 

国有のエルデネスＭＧＬが子会社のエルデネスタバントルゴイ社を通じてタバン

トルゴイ鉱業権を保持している。2010 年 12 月 23 日、エルデネスＭＧＬが、東ツ

ァンヒの契約鉱夫/オペレーターの契約に公開入札を発表した。請負業者は、その

契約に基づいて、特定の期間で東ツァンヒでの石炭採掘、他の採掘計画、作業に

関する整理を行う。入札招待状によると、エルデネスＭＧＬが経験豊富で、有能

で、評判の良い鉱夫/オペレーターを選択しようとする。選択された鉱夫/オペレ

ーターが、同社の評価(エルデネスタバントルゴイ社株式の国内外株式市場での販

売、資金調達)に肯定的な影響を与え、主要機器/機械、技術、高い水準を採用し

て国際的なレベルで活躍すると期待される。 

アジアの次の鉱業ジャイアント 

タバントルゴイ開発はアジアの新鉱業ジャイアント生む。最近設立されたエルデ

ネスタバントルゴイ社がタバントルゴイ鉱床の鉱業権を保有し、生産能力と専門

知識を確立すると期待される。その過程で、エルデネスタバントルゴイ社が外国

のパートナーとも協力し、最終的に東ツァンヒを引き続く。モンゴル議会で採択

されたタバントルゴイ開発フレームワークでは、エルデネスタバントルゴイ社が

国内外の株式市場でＩＰＯを起動する。モンゴル政府がエルデネスタバントルゴ

イ社の約 30％をＩＰＯで売る可能性がある。計画されている国内での上場はモン

ゴル取引市場(ＭＳＥ)の時価総額を倍増させ、流動性を増加させる可能性がある。

外国上場は最大のモンゴル企業、つまり数十億米ドルの国家チャンピオンを創造

する可能性がある。モンゴリアンマイニングコーポレーション(ＭＭＣ)の香港証

券取引所での新規株式公開(ＩＰＯ)によって時価総額 45 億米ドルの企業を創造さ

せた。ＭＭＣがタバントルゴイ鉱山のごく一部を開発し、その資源量が約エルデ

ネスタバントルゴイ社の石炭資源量の 10 分の１ぐらいである。エルデネスタバン

トルゴイ社の上場は国内外の投資家に世界最大コークス用炭プロジェクトに参加

チャンスを提供する。 
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